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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前頚三角と関連付けられる患者の軟部組織のおおよそ外部位置にチャンバを画定するた
めに、患者の下顎および頚部に据えられるように構成された装置であって、前記装置が、
前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、治療水準の負圧が前記チャンバ内に
適用されたとき、前記患者の前記頚部の表面に力をかけて、前記表面を前記チャンバ内に
引きつけることによって上気道の開存性を維持するように構成されている装置において、
前記装置が前記患者に据えられているとき、甲状軟骨と頚切痕の間にある前記患者の首の
領域に接触する前記装置縁端の下部領域に取り付けられたフランジを備え、
前記フランジが、負荷のかかっていない状態で、前記フランジの少なくとも一部にわたっ
て横に延びる非直線の輪郭を有し、
前記装置が前記患者に据えられ、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき
、前記横に延びる非直線の輪郭が、横に延びる直線の輪郭に対して、前記患者の首にかか
る前記負荷の分散の改善をもたらすように構成されている、装置。
【請求項２】
　前記フランジが、輪状軟骨に近接する前記患者の首の領域に接触する、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記フランジが、その中央領域で、旋回部材によって前記装置縁端に取り付けられてお
り、前記フランジが前記フランジの皮膚接触面を前記患者の首の輪郭に対して調整できる
ようにするために、前記旋回部材が、前記装置縁端に対する前記フランジの移動をもたら
すように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記フランジ、装置縁端、および旋回部材が一体に形成されている、請求項３に記載の
装置。
【請求項５】
　前記フランジが前記装置の取り替え可能な構成要素となるように、前記フランジ、装置
縁端、および旋回部材が非一体に形成されている、請求項３に記載の装置。
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【請求項６】
　前記フランジが、前記フランジ内の縦方向の応力を低減するように構成されている、前
記フランジ内に位置する屈曲性の要素を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記フランジが、前記フランジの皮膚接触面の全部もしくは一部に内在するか、または
その上に配置された通気性の材料を含み、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用さ
れたとき、前記通気性の材料は、管理された空気流を、前記通気性の材料を通って前記チ
ャンバ内にもたらすように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記フランジが、前記フランジの皮膚接触面の全部もしくは一部に内在するか、または
その上に配置された粘着性の材料を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記粘着性の材料が室温加硫（ＲＴＶ）シリコーンを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記横に延びる非直線の輪郭が、前記フランジの少なくとも一部にわたって凹形である
、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記フランジが、前記フランジの少なくとも一部にわたってその縁端に丸みがついてい
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記フランジは厚さが変化し、前記フランジの縁端が最小厚さとなり、前記フランジの
前記縁端が、丸みのついた縁端を実現するために負荷を受けて曲がる、請求項１に記載の
装置。
【請求項１３】
　前記フランジの厚さが、０．４インチから０．１インチの間の最大厚さから０．０２イ
ンチ以下の最小厚さまでで変化する、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記最大厚さが、０．３１２インチから０．２５インチの間であり、前記最小厚さが、
０．０１から０．００５インチの間である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記フランジの厚さが、０．４インチから０．１インチの間の最大厚さから０．０２イ
ンチ以下の最小厚さまでで変化する、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記最大厚さが、０．３１２インチから０．２５インチの間であり、前記最小厚さが、
０．０１から０．００５インチの間である、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記通気性の材料が、毎分０．１標準立方フィート（ＬＰＭ）を超える管理された空気
流量をもたらす、請求項７に記載の装置。
【請求項１８】
　前記通気性の材料が、前記フランジの皮膚接触面の全部または一部の上に配置された使
い捨て材料である、請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記通気性の材料の表面上に設けられた接着剤層によって、前記通気性の材料が前記フ
ランジに保持される、請求項７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記通気性の材料が積層物の構成要素である、請求項７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記通気性の材料が、前記フランジの前記皮膚接触面の全部または一部に内在する構造
特徴物である、請求項７に記載の装置。
【請求項２２】
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　前記通気性の材料が、前記フランジのテクスチャ付きの表面である、請求項２１に記載
の装置。
【請求項２３】
　前記テクスチャ付きの表面が、０．０００５インチから０．０２０インチの深さを有す
る特徴物を含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記フランジの皮膚接触面の全部または一部の上に０．６５以下の摩擦係数を有する低
摩擦材料をさらに備え、前記低摩擦材料が、前記皮膚表面に対する前記フランジの局所的
な移動をもたらすように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記装置が前記患者に据えられている間に前記チャンバを手で圧縮することによって負
圧を発生させ、その後、圧縮されていない状態に前記チャンバを戻らせるように構成され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記チャンバ内に負圧を発生させるために、前記装置に動作可能に接続された空気ポン
プをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記空気ポンプが、ホースまたはチューブを介して前記装置に接続されている、請求項
２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記空気ポンプが、手で握る球部である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記空気ポンプが前記患者によって装着可能であり、電池から電力供給される、請求項
２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記空気ポンプが前記装置と一体に構成されている、請求項２６に記載の装置。
【請求項３１】
　前記空気ポンプが、振動性のポンプ運動をもたらすように構成された圧電材料を含む、
請求項２６に記載の装置。
【請求項３２】
　前記振動性のポンプ運動が、５００Ｈｚを超える周波数で動作する、請求項３１に記載
の装置。
【請求項３３】
　前記空気ポンプが、前記チャンバ内の温度、湿度、および気流を制御する空気調整シス
テムの構成要素である、請求項２６に記載の装置。
【請求項３４】
　前記装置縁端の全部または一部の周りに、囲まれた空気チャネルを形成している、前記
フランジの外部の一体型封止部材をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記患者の下顎に近接する前記装置縁端の前記下部領域が、前記低摩擦材料を含まない
、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記患者の下顎に近接する前記装置縁端の前記下部領域が、前記患者の下顎への前記装
置の位置合わせを行う、前記装置縁端から内向き配置された支持部材を有する、請求項１
に記載の装置。
【請求項３７】
　前記低摩擦材料が０．５未満の摩擦係数を有する、請求項２４に記載の装置。
【請求項３８】
　前記フランジの皮膚接触面の全部または一部の下にある一体型封止部材であって、前記
封止部材と前記フランジの間の境界面が、前記皮膚表面に対する前記フランジの局所的な
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移動をもたらすように構成された低摩擦領域を提供している、封止部材をさらに備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項３９】
　前記境界面での摩擦を低減するために、潤滑用の流体が前記封止部材と前記フランジの
間に配置される、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記装置を前記患者に固定するために前記患者の首の周りに留められる布地装置をさら
に備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４１】
　前頚三角と関連付けられる患者の軟部組織のおおよそ外部位置にチャンバを画定するた
めに、患者の下顎および頚部に据えられるように構成された装置であって、前記装置が、
前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、治療水準の負圧が前記チャンバ内に
適用されたとき、前記患者の前記頚部の表面に力をかけて、前記表面を前記チャンバ内に
引きつけることによって上気道の開存性を維持するように構成されている装置において、
前記装置が前記患者に据えられたとき、甲状軟骨と頚切痕の間にある前記患者の首の領域
に接触する、前記装置縁端の下部領域に取り付けられたフランジと、
前記フランジの皮膚接触面の全部もしくは一部に内在するか、またはその上に配置された
通気性の材料であって、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき、管理さ
れた空気流を、前記通気性の材料を通って前記チャンバ内にもたらすように構成されてい
る通気性の材料と
を備える、装置。
【請求項４２】
　前頚三角と関連付けられる患者の軟部組織のおおよそ外部位置にチャンバを画定するた
めに、患者の下顎および頚部に据えられるように構成された装置であって、前記装置が、
前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、治療水準の負圧が前記チャンバ内に
適用されたとき、前記患者の前記頚部の表面に力をかけて、前記表面を前記チャンバ内に
引きつけることによって上気道の開存性を維持するように構成されている装置において、
前記装置が前記患者に据えられたとき、甲状軟骨と頚切痕の間にある前記患者の首の領域
に接触する、前記装置縁端の下部領域に取り付けられたフランジと、
前記フランジの皮膚接触面の全部または一部の上に０．６５以下の摩擦係数を有する低摩
擦材料であって、前記低摩擦材料が、前記皮膚表面に対する前記フランジの局所的な移動
をもたらすように構成されており、前記患者の下顎に近接する前記装置縁端の前記下部領
域は前記低摩擦材料を含まない、低摩擦材料と
を備える、装置。
【請求項４３】
　前頚三角と関連付けられる患者の軟部組織のおおよそ外部位置にチャンバを画定するた
めに、患者の下顎および頚部に据えられるように構成された装置であって、前記装置が、
前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、治療水準の負圧が前記チャンバ内に
適用されたとき、前記患者の前記頚部の表面に力をかけて、前記表面を前記チャンバ内に
引きつけることによって上気道の開存性を維持するように構成されている装置において、
（ｉ）前記装置が前記患者に据えられたとき、甲状軟骨と頚切痕の間にある前記患者の首
の領域に接触する、前記装置縁端の下部領域に取り付けられたフランジであって、
前記フランジが、その中央領域で、旋回部材によって前記装置縁端に取り付けられており
、前記フランジが前記フランジの皮膚接触面を前記患者の首の輪郭に対して調整できるよ
うにするために、前記旋回部材が、前記装置縁端に対する前記フランジの移動をもたらす
ように構成されており、
前記フランジが、負荷のかかっていない状態で、前記フランジの少なくとも一部にわたっ
て横に延びる非直線の輪郭を有し、
前記装置が前記患者に据えられ、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき
、前記横に延びる非直線の輪郭が、横に延びる直線の輪郭に対して、前記患者の首にかか
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る前記負荷の分散の改善をもたらすように構成されている、
フランジと、
（ｉｉ）前記フランジの前記皮膚接触面の全部もしくは一部に内在するか、またはその上
に配置された通気性の材料であって、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用された
とき、管理された空気流を、前記通気性の材料を通って前記チャンバ内にもたらすように
構成されている通気性の材料と、
（ｉｉｉ）前記フランジの前記皮膚接触面の全部または一部の上に０．６５以下の摩擦係
数を有する低摩擦材料であって、前記低摩擦材料が、前記皮膚表面に対する前記フランジ
の局所的な移動をもたらすように構成されており、前記患者の下顎に近接する前記装置縁
端の前記下部領域は前記低摩擦材料を含まない、低摩擦材料と
を備える、装置。
【請求項４４】
　前頚三角と関連付けられる患者の軟部組織のおおよそ外部位置にチャンバを画定するた
めに、患者の下顎および頚部に据えられるように構成された装置であって、前記装置が、
前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、治療水準の負圧が前記チャンバ内に
適用されたとき、前記患者の前記頚部の表面に力をかけて、前記表面を前記チャンバ内に
引きつけることによって上気道の開存性を維持するように構成されている装置において、
前記装置が前記患者に据えられたとき、甲状軟骨と頚切痕の間にある前記患者の首の領域
に接触する、前記装置縁端の下部領域に取り付けられたフランジを備え、
前記フランジが、その中央領域で、旋回部材によって前記装置縁端に取り付けられており
、前記フランジが前記フランジの皮膚接触面を前記患者の首の輪郭に対して調整できるよ
うにするために、前記旋回部材が、前記装置縁端に対する前記フランジの移動をもたらす
ように構成されており、
前記フランジが、負荷のかかっていない状態で、前記フランジの少なくとも一部にわたっ
て横に延びる非直線の輪郭を有し、
前記装置が前記患者に据えられ、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき
、前記横に延びる非直線の輪郭が、横に延びる直線の輪郭に対して、前記患者の首にかか
る前記負荷の分散の改善をもたらすように構成されており、
前記フランジが、前記フランジの前記皮膚接触面の全部もしくは一部に内在するか、また
はその上に配置された粘着性の材料を含む、装置。
【請求項４５】
　前記装置が前記患者に据えられている間に前記チャンバを手で圧縮することによって負
圧を発生させ、その後、圧縮されていない状態に前記チャンバを戻らせるように構成され
る、請求項４１から４４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項４６】
　前記チャンバ内に負圧を発生させるために、前記装置に動作可能に接続された空気ポン
プをさらに備える、請求項４１から４４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項４７】
　前記空気ポンプが、ホースまたはチューブを介して前記装置に接続されている、請求項
４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記空気ポンプが、手で握る球部である、請求項４６に記載の装置。
【請求項４９】
　前記空気ポンプが前記患者によって装着可能であり、電池から電力供給される、請求項
４６に記載の装置。
【請求項５０】
　前記空気ポンプが前記装置と一体に構成されている、請求項４６に記載の装置。
【請求項５１】
　前記空気ポンプが、振動性のポンプ運動をもたらすように構成された圧電材料を含む、
請求項４６に記載の装置。
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【請求項５２】
　前記振動性のポンプ運動が、５００Ｈｚを超える周波数で動作する、請求項５１に記載
の装置。
【請求項５３】
　前記空気ポンプが、前記チャンバ内の温度、湿度、および気流を制御する空気調整シス
テムの構成要素である、請求項４６に記載の装置。
【請求項５４】
　創傷を覆う外部の位置にチャンバを画定するために、患者の皮膚に据えられるように構
成された装置であって、前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、前記創傷上
で治療水準の負圧を維持するように構成された装置において、
中央領域で、旋回部材によって前記装置縁端に取り付けられている、前記装置縁端に取り
付けられたフランジであって、前記フランジが前記フランジの皮膚接触面を前記患者の皮
膚の輪郭に対して調整できるようにするために、前記旋回部材が、前記装置縁端に対する
前記フランジの移動をもたらすように構成されており、
前記フランジが、負荷のかかっていない状態で、前記フランジの少なくとも一部にわたっ
て横に延びる非直線の輪郭を有し、
前記装置が前記患者に据えられ、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき
、前記横に延びる非直線の輪郭が、横に延びる直線の輪郭に対して、前記患者の皮膚にか
かる前記負荷の分散の改善をもたらすように構成されている、
フランジと、
前記チャンバ内に前記負圧を作り出すための、前記装置に動作可能に接続された空気ポン
プと
を備える、装置。
【請求項５５】
　創傷を覆う外部の位置にチャンバを画定するために、患者の皮膚に据えられるように構
成された装置であって、前記チャンバを画定する縁端および内部表面を含み、前記創傷上
で治療水準の負圧を維持するように構成された装置において、
前記装置縁端に取り付けられたフランジであって、前記フランジが、前記フランジの皮膚
接触面の全部もしくは一部に内在するか、またはその上に配置された粘着性の材料を含み
、
前記フランジが、負荷のかかっていない状態で、前記フランジの少なくとも一部にわたっ
て横に延びる非直線の輪郭を有し、
前記装置が前記患者に据えられ、前記治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用されたとき
、前記横に延びる非直線の輪郭が、横に延びる直線の輪郭に対して、前記患者の皮膚にか
かる前記負荷の分散の改善をもたらすように構成されている、
フランジと、
前記チャンバ内に前記負圧を作り出すための、前記装置に動作可能に接続された空気ポン
プと
を備える、装置。
【請求項５６】
　装置の内表面と使用者の皮膚の間の、前頸三角と関連付けられる患者の軟部組織におお
よそあたる外部位置に、空間充満チャンバを画定するために、患者の下顎および頚部に据
えられるように構成された装置であって、治療水準の負圧が前記チャンバ内に適用された
とき、前記患者の前記頚部の表面に真空による力をかけることによって、上気道の開存性
を維持するまたは高めるように構成されており、前記空間内の前記治療水準の負圧に耐え
るために十分な剛性を有する装置において、
前記チャンバを囲むために、前記使用者の前記皮膚に接触するように構成された周縁と、
前記患者の下顎に近接する前記周縁の下部領域から内向きに配置された支持部材であって
、前記患者の下顎への前記装置の位置合わせを行う支持部材と
を備える、装置。
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【請求項５７】
　前記周縁の全部または一部が、流体が充満した密閉部を含む、請求項５６に記載の装置
。
【請求項５８】
　前記流体が充満した密閉部が、流体、ゲル、または発泡体材料を含む、請求項５７に記
載の装置。
【請求項５９】
　前記支持部材が、前記支持部材に接触している前記皮膚に負荷の力を及ぼすように構成
されており、前記負荷の力は、前記治療水準の負圧が前記空間内にもたらされたときに作
り出される、請求項５６に記載の装置。
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